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３時間目：比例中項を求めよう！！ 

 

 

 

 
 
 
 

     氏名           

授業者：筑波大学修士課程 1年 教育研究科数学教育コース 

                      蓮沼秀昭 

 

 

 



 2

２時間目の復習 

 時代とともに音楽が多様化するにつれピュタゴラス音律では対応しき

れなくなり、新しい音律として“平均律”が誕生した。 

 

・平均率 

   オクターヴ間の１1の音階のそれぞれの弦の長さの比を、a～

kとすると、 

2 : a =a : b = b : c= c : d = d : e = e : f = f : g 

                       = g : h = h : I = I : j = j : k = k : １  

のようにとった音階である。 

 

・比例中項 

   ある定数 a , b に対して 

       a：x ＝ x：b 

   における量 x のことである。 
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連続した比例中項 
   a : x = x : y = y : b 
  

例） 
    ２：ｘ＝ｘ：ｙ＝ｙ：１６ 
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人物紹介（ツァルリーノ） 
 ツ ァ ル リ ー ノ (1517～

1590) は 、 メ ソ ラ ボ ン

（mesolabio）という道具を用

いて、平均律の音階を求めよう

とした。 

 
 
 

 
メソラボン 
 メソラボンは、エラトステネスの考えた道具で、連続した比例中

項を求めるために作られた。 
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解説 

 その装置は、長方形の枠からなっており、その枠に沿って、枠の

幅に等しい高さの 3つの平行四辺形がすべるようになってる。これ

らの平行四辺形は、常に、そのそこが直線を描くように動き、また

互いに重なってすべるようになっている。 

平行四辺形と三角形との位置は最初の図に示す。 

 次の図は、第一の三角形以外のすべての三角形をその原位置から、

互いに重なり合った位置ＡＭＦ、Ｍ’ＮＧ、Ｎ’ＱＨまで滑らせた結果

を示す。 

 第二の図において、ＡＥとＤＨとを与えられた 2直線とする。 

 Ｎ’ＱＨを三角形Ｎ’ＱＨの位置とし、その位置においてＱＨはＤを

通るものとする。三角形Ｍ’ＮＧを三角形ＭＮＧの位置とし、ＭＦ、

Ｍ’ＧおよびＮＧ、Ｎ’Ｈがそれぞれ交わる点Ｂ、ＣがＡ、Ｄをもつ 1

直線内にあるようにする。 

 ＡＤを延長として、ＥＹとＫにおいて交わらせよ。 

すると、  ＡＥ：ＢＦ＝ＥＫ：ＦＫ＝ＡＫ：ＫＧ 

               ＝ＦＫ：ＫＧ 

               ＝ＢＦ：ＣＧ 

同じように、    ＢＦ：ＣＧ＝ＣＧ：ＤＨ 

したがって、ＡＥ，ＢＦ，ＣＧ，ＤＨは、連比をなし、ＢＦ，ＣＧ、

は求める比例の中項である。 

                     (参考 ギリシア数学史 Ｔ．Ｌ．ヒース著) 
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12個の比例中項を求める。 
メソラボンの 3枚の板を、12枚に増やすことで、11個の

比例中項の長さを求めることができる。

 
SOPPLIMENTI  MVSICALI  (G. ZARLINO) 


